
令和４年武道振興大会

第４回外国人留学生等対象
国際武道文化セミナー
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ニュース　武道振興大会

外
部
指
導
者
を
活
用
し
た

外
部
指
導
者
を
活
用
し
た

武道振興大会を３年ぶりに開催武道振興大会を３年ぶりに開催

江渡聡徳武道議員連盟会長江渡聡徳武道議員連盟会長高村正彦日本武道協議会・高村正彦日本武道協議会・
日本武道館会日本武道館会長長

池田佳隆文部科学副大臣池田佳隆文部科学副大臣

　

丹
羽
秀
樹
武
道
議
員
連
盟
理
事
・
事
務

局
長
に
よ
る
開
会
宣
言
の
後
、
主
催
３
団

体
を
代
表
し
て
、
江
渡
聡
徳
武
道
議
員
連

盟
会
長
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

「
恒
例
の
武
道
振
興
大
会
が
開
催
で
き
ま

す
こ
と
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
昨

年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
柔
道
・
空
手
競
技
で

は
大
き
な
活
躍
が
あ
り
ま
し
た
。
選
手
た

ち
の
活
躍
は
国
民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
本
当
に
嬉う
れ

し
く
思
い
、
よ
り
一
層
の
武
道
振
興
に
繋つ
な

決議文を池田佳隆文部科学副大臣に手渡す決議文を池田佳隆文部科学副大臣に手渡す

中学校中学校
武道授業武道授業

が
る
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
中
学
校
武
道
必
修
化

が
始
ま
り
10
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

近
年
で
は
特
に
複
数
種
目
の
武
道
授
業
が

実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
武
道
の
振
興

が
進
ん
で
き
た
と
感
じ
る
反
面
、
モ
デ
ル

校
と
し
て
実
践
し
て
い
る
学
校
は
157
校
の

み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
実
践
校

を
増
や
し
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
支
え
て

い
く
子
ど
も
た
ち
が
『
体
・
徳
・
知
』
を

実
感
で
き
る
よ
う
な
制
度
作
り
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
小
学
校
に
お
い
て

複
数
種
目
実
施
校
の
更
な
る
拡
大
へ

複
数
種
目
実
施
校
の
更
な
る
拡
大
へ

３年ぶりに開催された武道振興大会３年ぶりに開催された武道振興大会

池田佳隆文部科学副大臣（右）に決議文を手渡す高木陽介武道議員連盟副会長・理事長池田佳隆文部科学副大臣（右）に決議文を手渡す高木陽介武道議員連盟副会長・理事長

　

令
和
４
年
武
道
振
興
大
会
（
主
催
＝
武
道
議
員
連
盟
・
日
本
武
道
協
議
会
・
日

本
武
道
館
）
が
３
月
２
日
、
東
京
・
衆
議
院
第
一
議
員
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
。
同
大
会
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
が
続
き
、
平
成
31
年
以
来
、
３
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

大
会
に
は
武
道
議
員
連
盟
所
属
の
国
会
議
員
、
各
武
道
団
体
役
員
ら
約
160
名
が

出
席
。
中
学
校
武
道
授
業
に
関
し
、
外
部
指
導
者
を
活
用
し
た
複
数
種
目
実
施
の

モ
デ
ル
事
業
の
継
続
、
中
学
校
武
道
必
修
化
の
充
実
を
目
指
し
施
設
、
用
具
、
指

導
者
の
条
件
整
備
の
推
進
、
武
道
の
国
際
的
普
及
・
振
興
の
た
め
の
支
援
や
助
成

な
ど
を
要
望
す
る
決
議
文
を
採
択
し
、
高
木
陽
介
武
道
議
員
連
盟
副
会
長
・
理
事

長
か
ら
池
田
佳
隆
文
部
科
学
副
大
臣
へ
手
渡
さ
れ
た
。

　

本
大
会
は
例
年
、
憲
政
記
念
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
同
館
の
建
て
替
え
工

事
に
よ
り
変
更
と
な
っ
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
の
た
め
出

席
者
の
制
限
な
ど
規
模
を
縮
小
し
、
懇
談
会
も
取
り
止
め
と
し
た
。
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ニュース　武道振興大会

も
武
道
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
環
境
を
作

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
引
き

続
き
関
係
各
位
の
ご
尽
力
と
さ
ら
な
る
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
」

　

続
い
て
、
高
村
正
彦
日
本
武
道
協
議

会
・
日
本
武
道
館
会
長
が
挨
拶
に
立
っ
た
。

「
日
本
の
武
道
は
そ
れ
ぞ
れ
の
武
道
が
そ

れ
ぞ
れ
の
体
系
を
持
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、『
礼
に
始
ま
り
礼
に
終
わ
る
』『
技
を

修
錬
す
る
中
で
心
と
体
を
鍛
え
る
』『
普

段
の
生
活
の
中
で
も
人
が
生
き
る
べ
き
道

を
求
め
る
』
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
武
道
を
青
少
年
の

健
全
育
成
に
活
用
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
武
道
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、

平
成
24
年
度
に
中
学
校
武
道
必
修
化
が
実

現
い
た
し
ま
し
た
。
義
務
教
育
で
あ
る
た

め
、
い
ず
れ
日
本
人
な
ら
誰
も
が
武
道
に

触
れ
て
い
る
状
況
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て

今
後
は
で
き
れ
ば
そ
の
真
髄
に
触
れ
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
学
校
教
員
と
全
国
津
々
浦
々
の
武
道

関
係
者
の
皆
様
が
一
体
と
な
っ
て
生
徒
た

ち
に
武
道
を
教
え
る
こ
と
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
平
成
の
時
代
は
武
道
必
修
化
に
よ

っ
て
仏
（
器
）
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
魂
を
入
れ
て
い
く
の
が
令
和
の
時

代
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
関
係
各
位
が
よ

り
一
層
積
極
的
に
学
校
現
場
に
入
っ
て
教

員
の
皆
様
と
切せ
っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
て
い
く
こ
と
が

最
重
要
課
題
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆

様
の
よ
り
一
層
の
ご
健
闘
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」

　

さ
ら
に
、
高
木
陽
介
武
道
議
員
連
盟
副

会
長
・
理
事
長
が
大
会
決
議
を
読
み
上
げ

る
と
満
場
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
、
池
田
佳

隆
文
部
科
学
副
大
臣
へ
手
渡
さ
れ
た
。

　

続
い
て
末
松
信
介
文
部
科
学
大
臣
の
代

理
と
し
て
出
席
し
た
池
田
副
大
臣
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

「
武
道
は
我
が
国
固
有
の
文
化
で
あ
り
、

礼
節
を
重
ん
じ
る
武
道
に
親
し
む
こ
と
は

自
ら
を
律
し
、
相
手
を
尊
重
す
る
態
度
を

養
う
な
ど
、
人
間
形
成
に
も
資
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
武
道
が
中
学
校
の
保
健
体

育
で
必
修
化
さ
れ
10
年
が
経た

ち
ま
し
た
。

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
我
が
国
へ

の
伝
統
や
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
観
点

か
ら
武
道
９
種
目
を
並
列
明
記
い
た
し
ま

し
た
。
合
わ
せ
て
令
和
元
年
度
か
ら
国
の

事
業
と
し
て
、
学
校
に
お
け
る
多
様
な
武

道
種
目
の
実
践
を
支
援
し
て
お
り
、
令
和

４
年
度
も
こ
の
取
り
組
み
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
武
道
を
は
じ

め
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
活
動
が
制
限
さ
れ
、

そ
れ
に
関
わ
る
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
に

と
っ
て
大
変
苦
し
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
も
皆
様
が
安
心
し
て
活
動

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
大
会
開
催
時
の
感

染
対
策
に
か
か
る
経
費
の
支
援
や
政
府
方

針
の
情
報
提
供
な
ど
、
必
要
な
支
援
を
し

っ
か
り
と
行
っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
関
係
者
皆
様
へ
の
武
道
振
興
の
ご
尽

力
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、

皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
ご
祈
念

い
た
し
ま
し
て
祝
辞
と
い
た
し
ま
す
」

　

こ
の
後
、
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
に

よ
る
祝
辞
文
が
𠮷
川
英
夫
日
本
武
道
館
理

事
・
事
務
局
長
よ
り
、読
み
上
げ
ら
れ
た
。

祝
辞
文
は
以
下
の
通
り
。

「
武
道
は
心
技
体
を
一
体
と
し
て
鍛
え
、

人
格
を
磨
き
、
道
徳
心
を
高
め
、
礼
節
を

尊
重
す
る
態
度
を
養
う
、
人
間
形
成
の
道

で
す
。

　

今
、
時
代
は
大
き
な
転
換
点
に
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
当
た
り
前
が
通
用
し
な
い
時

代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
中
に
あ
っ
て
、
新
し
い
時
代
を
切
り
拓ひ
ら

く
原
動
力
と
な
る
の
は
『
人
間
の
力
』
で

す
。

　

武
道
は
全
国
１
万
余
り
の
中
学
校
で
必

修
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
が
、

武
道
を
通
じ
、
人
間
形
成
を
図
り
、
人
間

の
力
を
高
め
る
こ
と
は
、
日
本
の
未
来
を

切
り
拓
い
て
い
く
た
め
に
大
変
重
要
な
意

味
を
持
つ
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
日
お
集
ま
り
の
皆
様
が
、
平
素
か
ら

武
道
の
振
興
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
改
め
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
日
の
よ
う
に
、
日
本
は
も
と
よ
り
、

世
界
中
で
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
武
道

が
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
て
い
る
の
は
、
皆

様
の
ご
尽
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。

　

今
後
と
も
、
よ
り
多
く
の
皆
様
の
心
身

の
健
全
な
発
達
の
た
め
、
そ
し
て
、
武
道

を
通
じ
た
日
本
理
解
や
国
際
親
善
の
増
進

の
た
め
に
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
こ
と
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」

　

そ
の
後
、
各
武
道
団
体
代
表
者
に
よ
る

挨
拶
が
行
わ
れ
た
（
内
容
は
174
㌻
に
記

載
）。

　

最
後
に
、
高
村
正
大
武
道
議
員
連
盟
事

務
局
次
長
が
閉
会
宣
言
を
行
い
、
大
会
は

盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

我
が
国
は
、
明
治
維
新
以
来
、
驚
異
的
な
勢
い
で
国
力
を
増
し
、
世
界
有
数
の
経

済
大
国
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
十
年
来
、
国
際
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
国

力
の
低
下
が
目
立
ち
、
少
子
高
齢
化
や
道
徳
心
の
乱
れ
が
相
俟
っ
て
、
国
家
、
社
会

の
将
来
を
暗
い
も
の
に
し
つ
つ
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
の
爪
痕
は
深
く
、
復
旧
・
復

興
は
未
だ
道
半
ば
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
折
、
国
は
国
家
再
生
へ
向
け
、「
国
と
郷
土
を
愛
す
る
心
、
公
共
の

精
神
、
生
命
、
伝
統
や
文
化
の
尊
重
」
を
盛
り
こ
ん
だ
教
育
基
本
法
の
改
正
を
実
現

し
た
。
誠
に
、
ご
同
慶
の
至
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
昨
年
夏
に
開
催
さ
れ
た
東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
で
は
、
柔
道
と
新
た
に
採
用
さ
れ
た
空
手
が
新
装
な
っ
た
日
本
武
道
館

で
実
施
さ
れ
、
全
力
で
戦
う
選
手
の
姿
は
国
民
に
勇
気
と
感
動
を
与
え
る
と
と
も

に
、
日
本
発
祥
の
柔
道
、
空
手
道
の
魅
力
が
全
世
界
に
発
信
さ
れ
た
。

　

武
道
界
で
は
、
依
然
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
様
々
な
制
約
の
中
、
各

連
盟
・
団
体
が
創
意
工
夫
の
取
り
組
み
で
活
動
を
再
開
し
、
稽
古
や
交
流
を
止
め
な

い
た
め
の
努
力
を
一
丸
と
な
っ
て
続
け
て
い
る
。

　

翻
っ
て
、
武
道
は
、
国
民
精
神
の
根
源
、
即
ち
武
士
道
精
神
の
真
髄
を
基
調
と
す

る
、
体
・
徳
・
知
を
一
体
と
し
て
は
ぐ
く
む
我
が
国
固
有
の
伝
統
文
化
で
、
文
武
両

道
、
質
実
剛
健
を
旗
印
と
す
る
国
家
、
社
会
の
繁
栄
と
世
界
平
和
の
実
現
に
寄
与
す

る
人
間
形
成
の
道
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
こ
こ
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
を
主
眼
と
す
る
、
平
成
二
十
四
年
度
完

全
実
施
の
中
学
校
武
道
必
修
化
を
成
功
さ
せ
る
と
と
も
に
、
武
道
の
さ
ら
な
る
振
興

発
展
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
左
記
事
項
の
早
期
実
現
を
強
く
要
望
す
る
。

記

一　

�

中
学
校
武
道
必
修
化
に
関
し
、
新
学
習
指
導
要
領
に
並
列
明
記
さ
れ
た
武
道
全

九
種
目
が
幅
広
く
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
外
部
指
導
者
を
活
用
し
た
複
数
種
目
実

施
の
モ
デ
ル
事
業
を
全
国
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
継
続
し
て
行
う
こ
と
。
そ
の
た
め
に

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二　

�

中
学
校
武
道
必
修
化
が
充
実
、
成
功
す
る
よ
う
、
施
設
、
用
具
、
指
導
者
の
条

件
整
備
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
。

　
　

�

特
に
、
指
導
者
に
つ
い
て
は
、
教
員
養
成
大
学
で
武
道
を
必
修
化
し
、
中
学
校

教
員
採
用
試
験
に
武
道
を
試
験
科
目
と
し
て
位
置
付
け
る
と
と
も
に
、
武
道
有

段
者
の
学
生
を
積
極
採
用
す
る
よ
う
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
働
き
か
け
を

　
　
　
　
　
　

決　

議

　
　
　
　
　
　

決　

議

行
う
こ
と
。
さ
ら
に
、
充
実
し
た
授
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
優
れ
た
外
部
指
導

者
を
各
中
学
校
に
配
置
し
、
処
遇
改
善
を
図
っ
て
、
指
導
に
万
全
を
期
す
る
こ

と
。
ま
た
、
全
国
一
万
余
校
の
中
学
校
体
育
教
員
を
対
象
と
し
た
武
道
指
導
者

講
習
会
を
、
関
係
武
道
団
体
の
協
力
を
得
て
、
実
施
す
る
こ
と
。
授
業
に
当
た

っ
て
は
、
時
間
数
を
増
や
し
、
複
数
種
目
の
実
施
校
拡
大
を
図
り
、
武
道
な
ら

で
は
の
教
育
効
果
が
上
が
る
「
礼
」
を
重
視
し
た
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
。
こ

れ
に
関
わ
る
武
道
九
種
目
の
指
導
者
研
修
会
や
指
導
法
研
究
、
指
導
書
作
成

等
、
関
係
団
体
の
諸
活
動
に
必
要
な
支
援
、
助
成
を
行
う
こ
と
。

三　

�

将
来
の
小
学
校
に
お
け
る
武
道
授
業
の
実
施
へ
向
け
、
実
践
校
に
お
け
る
実
践

研
究
を
よ
り
積
極
的
に
展
開
し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
武
道
九
種
目
の
指
導
法

研
究
を
行
い
、
準
備
を
推
進
す
る
こ
と
。

四　

�

東
京
二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
お
け
る
柔

道
・
空
手
道
競
技
の
成
功
を
受
け
、
武
道
の
国
際
的
普
及
振
興
の
た
め
、
国
内

外
に
お
け
る
武
道
の
国
際
大
会
や
国
際
交
流
事
業
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
と
と

も
に
、
海
外
日
本
人
学
校
に
お
け
る
武
道
必
修
化
の
内
容
充
実
に
向
け
、
必
要

な
支
援
、
助
成
を
行
う
こ
と
。

五　

�

全
国
的
な
武
道
の
普
及
振
興
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
、
全
国
都
道
府

県
立
武
道
館
協
議
会
の
活
動
に
対
す
る
支
援
と
、
各
都
道
府
県
武
道
協
議
会
の

設
置
促
進
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

六　

�

武
道
の
源
流
で
あ
る
一
千
数
百
年
の
歴
史
を
有
す
る
古
武
道
の
保
存
・
継
承
を

図
る
た
め
、
伝
統
流
派
の
活
動
の
成
果
を
認
め
、
文
化
財
保
護
法
に
、
我
が
国

が
世
界
に
誇
る
「
古
武
道
」
の
名
称
を
明
記
し
、
全
国
各
地
の
古
武
道
の
文
化

財
指
定
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
文
化
庁
長
官

表
彰
の
授
与
な
ど
必
要
な
支
援
、
助
成
を
行
う
こ
と
。

七　

�

武
道
場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
中
学
校
武
道
必
修
化
を
含
め
、
国
の
補
助
制
度

を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
支
援
、
助
成
を
図
る
こ
と
。
全
国
の
町
道
場

に
つ
い
て
は
、
維
持
存
続
の
た
め
、
相
続
税
、
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
を
講

ず
る
こ
と
。

以
上
、
武
道
議
員
連
盟
・
日
本
武
道
協
議
会
・
日
本
武
道
館
三
者
に
よ
っ
て
共
催
す

る
武
道
振
興
大
会
の
名
に
お
い
て
決
議
す
る
。

　
　
　

令
和
四
年
三
月
二
日



174174175175 月刊「武道」　2022．4月刊「武道」　2022．4 2022．4　月刊「武道」2022．4　月刊「武道」

ニュース　武道振興大会

◎
全
日
本
柔
道
連
盟
・
中
里
壮
也
専
務
理
事

「
昨
年
開
催
さ
れ
ま
し
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
お
き
ま
し
て
は
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
声

援
の
お
か
げ
で
相
応
の
成
績
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、
各
階
級
を
見
ま
す

と
世
界
と
の
差
は
決
し
て
大
き
く
あ
り
ま
せ

ん
。
今
一
度
、
兜
か
ぶ
との
緒
を
引
き
締
め
て
、
２

年
半
後
に
迫
っ
た
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の

準
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
し
ま
し
て
も
全

力
で
取
り
組
め
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
今
後
も
障
が
い
の
あ
る
方
も
一
緒
に

柔
道
の
楽
し
さ
を
共
有
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
」

◎
全
日
本
剣
道
連
盟
・
網
代
忠
宏
副
会
長

「
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
各
連
盟
に
お
い
て
は

大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
剣
道
連
盟
も
感
染
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
遵
守
し
な
が
ら
状
況
に
応
じ
て
活
動

を
続
け
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
全
日
本
選

手
権
大
会
を
男
女
共
に
開
催
し
た
の
を
は

じ
め
、
い
く
つ
か
の
大
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
大
会
に

お
い
て
は
第
18
回
世
界
剣
道
選
手
権
大
会

を
５
月
に
開
催
予
定
で
し
た
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
現
在
は
19
回
大
会
を
見
据
え

て
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
令
和
４

年
度
も
粛
々
と
安
心
・
安
全
を
第
一
に
活

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
」

◎
全
日
本
弓
道
連
盟
・
浅
野
有
三
副
会
長

「
日
頃
か
ら
本
連
盟
の
諸
事
業
に
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
度
の
東

京
オ
リ
・
パ
ラ
で
の
柔
道
競
技
・
空
手
競

技
の
活
躍
に
改
め
て
賛
辞
を
申
し
上
げ
ま

す
。
さ
ら
に
そ
の
際
に
他
の
武
道
を
紹
介

す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
も
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
令
和
３
年

度
、
本
連
盟
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受

け
つ
つ
も
多
く
の
事
業
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
昇
級
審
査
に
お
い
て
は
ビ
デ
オ
審

査
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
に
対
応

し
た
新
し
い
企
画
も
模
索
し
て
お
り
ま

す
。
残
念
な
が
ら
指
導
法
研
究
事
業
や
指

導
者
研
修
会
は
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
今
後
も
中
学
校
武
道
必
修
化
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」

◎
日
本
相
撲
連
盟
・
南
和
文
会
長

「
本
席
に
ご
参
加
の
先
生
方
に
は
日
頃
よ

り
ア
マ
チ
ュ
ア
相
撲
に
格
別
の
ご
理
解
を

頂
戴
い
た
し
ま
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
成
功
裏

に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
承
認
団
体

の
国
際
連
盟
は
相
撲
が
唯
一
、
日
本
に
事

務
局
を
置
い
て
い
ま
す
。
今
後
は
先
生
方

の
ご
指
導
を
頂
戴
し
な
が
ら
正
式
競
技
の

採
用
に
向
け
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
」

◎
全
日
本
空
手
道
連
盟
・
栗
原
茂
夫
副
会
長

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
全
国
の
皆
様

の
熱
い
声
援
で
金
・
銀
・
銅
三
つ
の
メ
ダ

ル
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

連
盟
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
レ
ガ
シ
ー
と
し

て
、
今
後
の
国
内
大
会
の
充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
小
学
生
を
対
象

と
し
た
全
日
本
少
年
少
女
選
抜
大
会
、
青

少
年
を
対
象
と
し
た
全
日
本
体
重
別
選
手

権
、
そ
し
て
全
日
本
団
体
形
選
手
権
、
こ

の
三
つ
の
大
会
を
新
た
に
開
催
し
、
競
技

力
の
向
上
、
会
員
の
増
強
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
空
手
道
は
全

国
の
中
学
校
で
490
校
採
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
、
１
千
校
を
目
指
し
、
さ
ら
な

る
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
」

◎
合
気
会
・
植
芝
守
央
理
事
長

「
合
気
会
は
こ
の
２
年
間
、
国
内
外
多
く

の
活
動
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
の

中
、
で
き
る
こ
と
を
精
い
っ
ぱ
い
行
う
と

い
う
気
持
ち
で
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
も
、
感
染
症
が
収
束
す
る
こ
と
を
願

い
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
中
学

校
や
高
等
学
校
、
大
学
の
若
い
生
徒
・
学

生
に
目
を
向
け
て
し
っ
か
り
と
歩
ん
で
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

◎
少
林
寺
拳
法
連
盟
・
川
島
一
浩
会
長

「
当
連
盟
に
つ
き
ま
し
て
も
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
各
道
場
の
修
練
、
学
校
の
部
活
動
な

ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
が
行
わ
れ
、
大
変

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
各
種

行
事
や
研
修
会
も
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
第
25
回
全
国

高
等
学
校
選
抜
大
会
は
３
月
25
日
か
ら
３

日
間
、
香
川
県
に
て
コ
ロ
ナ
対
策
を
十
分

に
講
じ
、
無
観
客
で
開
催
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
本
年
は
コ
ロ
ナ
に
怯ひ
る

む
こ
と

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
再
開
し
、
不

屈
の
精
神
を
持
っ
て
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

◎
全
日
本
な
ぎ
な
た
連
盟
・
中
村
ゆ
り
子
副
会
長

「
当
連
盟
も
一
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
今
ま
で
続
け
て
い
た
こ
と
が
止
ま
る

と
い
う
不
安
と
恐
怖
を
初
め
て
感
じ
ま
し

た
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
武
道
が
相
手
と

の
間
と
間
合
い
を
見
切
っ
て
動
く
と
い
う

各
武
道
団
体
代
表
者
挨
拶

各
武
道
団
体
代
表
者
挨
拶

中里壮也中里壮也
全日本柔道連盟専務理事全日本柔道連盟専務理事

網代忠宏網代忠宏
全日本剣道連盟副会長全日本剣道連盟副会長

浅野有三浅野有三
全日本弓道連盟副会長全日本弓道連盟副会長

南和文南和文
日本相撲連盟会長日本相撲連盟会長

栗原茂夫栗原茂夫
全日本空手道連盟副会長全日本空手道連盟副会長

植芝守央植芝守央
合気会理事長合気会理事長

川島一浩川島一浩
少林寺拳法連盟会長少林寺拳法連盟会長

中村ゆり子中村ゆり子
全日本なぎなた連盟副会長全日本なぎなた連盟副会長

番匠幸一郎番匠幸一郎
全日本銃剣道連盟会長全日本銃剣道連盟会長

こ
と
を
体
験
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
に
も
慌
て
ず
騒
が
ず
、
方
向
を
定
め

て
今
何
を
な
す
べ
き
か
を
し
っ
か
り
と
見

つ
め
ま
し
た
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
の
達

成
や
中
学
校
武
道
必
修
化
の
実
現
の
た
め

に
何
を
ど
う
展
開
し
て
い
く
の
か
を
じ
っ

く
り
話
し
合
っ
た
上
で
一
部
の
事
業
を
再

開
い
た
し
ま
し
た
。
人
に
と
っ
て
集
ま
る

こ
と
は
嬉
し
く
、
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と

事
業
を
通
し
て
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
そ
の
気
持
ち
を
大
事
に
し
な
が

ら
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

◎
全
日
本
銃
剣
道
連
盟
・
番
匠
幸
一
郎
会
長

「
銃
剣
道
は
古
来
か
ら
続
く
槍そ
う

術
と
明
治

以
降
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
銃
剣
術
が
融
合

し
て
日
本
独
自
の
武
道
と
し
て
発
展
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
中
学
校
武
道
の
必
修
化

が
始
ま
っ
た
時
は
採
用
校
が
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
モ
デ
ル
校

や
複
数
種
目
の
授
業
に
よ
り
、
現
在
の
採

用
校
は
も
う
少
し
で
２
桁
に
ま
で
迫
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
３
桁
ま
で
増
や

し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

で
き
る
組
織
改
革
や
意
識
改
革
、
自
分
で

で
き
る
稽
古
を
も
っ
と
進
め
て
い
こ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
」
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開
講
式
で
は
主
催
者
を
代
表
し
て
吉
川

英
夫
日
本
武
道
館
理
事
・
事
務
局
長
が
挨

拶
を
述
べ
た
。

「
武
道
は
日
本
が
誇
る
伝
統
的
運
動
文
化

で
す
。
皆
様
方
に
は
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通

し
て
、
歴
史
を
背
景
と
し
た
武
道
の
技
術

性
、
精
神
性
、
文
化
性
に
少
し
で
も
触
れ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ほ
と
ん
ど

の
方
が
武
道
未
経
験
、
あ
る
い
は
初
心
者

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、『
学
ぼ

う
』
と
い
う
本
気
度
が
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
講
師
の
先
生
方
は
、
日
本
を
代
表

す
る
そ
の
道
の
達
人
ば
か
り
で
す
。
セ
ミ

ナ
ー
を
大
い
に
楽
し
み
つ
つ
、
少
し
厳
し

く
、
日
本
の
武
道
の
持
つ
す
ば
ら
し
さ
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　

続
い
て
、
長
尾
進
明
治
大
学
国
際
日
本

学
部
教
授
に
よ
る
特
別
講
義
「
日
本
の
武

道
が
大
切
に
し
て
き
た
も
の
」
が
行
わ
れ

た
。
参
加
者
は
皆
、
真
剣
な
眼ま
な

差ざ

し
で
受

講
し
、
講
義
後
に
は
次
々
と
質
問
が
出
さ

れ
た
。

　

休
憩
後
、
大
道
場
に
移
動
し
、
講
師
に

よ
る
模
範
演
武
が
行
わ
れ
た
。
弓
道
を
皮

切
り
に
、
銃
剣
道
、
少
林
寺
拳
法
、
柔
道
、

剣
道
、
空
手
道
、
な
ぎ
な
た
、
合
気
道
、

相
撲
の
順
に
熱
の
こ
も
っ
た
演
武
が
披
露

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
大
道
場
い
っ
ぱ
い
に

広
が
っ
て
体
験
武
道
に
移
っ
た
。
30
分
間

と
い
う
短
時
間
で
あ
っ
た
が
、
参
加
者
は

思
い
思
い
に
各
武
道
を
体
験
し
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
鈴
木
達
也
日
本
武
道
館

振
興
部
長
が
挨
拶
を
行
い
、
全
日
程
が
終

了
し
た
。

　

外
国
人
留
学
生
と
在
日
大
使
館
に
勤
務
す
る
外
国
人
を
対
象
と
し
た
第
４
回
外
国

人
留
学
生
等
対
象
国
際
武
道
文
化
セ
ミ
ナ
ー
（
主
催
＝
日
本
武
道
館
、
後
援
＝
ス
ポ

ー
ツ
庁
、
外
務
省
、
千
葉
県
勝
浦
市
、
日
本
武
道
協
議
会
、
協
力
＝
国
際
武
道
大
学
）

が
３
月
６
日
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
な
ど
19
の
国
と
地
域
か
ら
31

名
が
参
加
し
て
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
コ
ロ
ナ
禍
で
一
昨
年
、
昨
年
と
中
止
さ
れ
、
３
年
ぶ
り
の
開
催
。

当
初
、
３
日
間
の
予
定
だ
っ
た
日
程
は
感
染
防
止
の
た
め
１
日
に
短
縮
し
、
参
加
人

数
も
大
幅
に
絞
っ
て
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
講
義
と
模
範
演
武
、
武
道
体
験
と
濃
密

な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
、
参
加
者
は
日
本
の
伝
統
文
化
を
吸
収
し
よ
う
と
、
熱
心
に
取

り
組
ん
だ
。

３年ぶりの開催　日本武道館で３年ぶりの開催　日本武道館で

第４回第４回
外国人留学生等対象国際武道文化セミナー外国人留学生等対象国際武道文化セミナー

大使、留学生が武道の極意に触れる大使、留学生が武道の極意に触れる
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▽
現
代
９
武
道
の
特
徴

　

日
本
の
武
道
、
す
な
わ
ち
現
代
武
道

９
種
目
（
柔
道
、
剣
道
、
弓
道
、
相
撲
、

空
手
道
、
合
気
道
、
少
林
寺
拳
法
、
な

ぎ
な
た
、
銃
剣
道
）
や
古
武
道
（
古
流

武
術
）
は
、
日
本
の
中
世
・
近
世
に
か

け
て
成
立
し
た
武
術
（
武
芸
）
に
伝
わ

る
戦
闘
・
格
闘
の
技
術
を
ベ
ー
ス
に
し

て
い
ま
す
。
こ
の
点
で
は
、
世
界
の
多

く
の
国
や
地
域
で
行
わ
れ
て
い
る
武
術

や
格
闘
技
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
日
本
の
武
道
は
単
に
戦

闘
・
格
闘
技
術
の
習
得
だ
け
を
目
的
と

す
る
の
で
は
な
い
と
こ
ろ
に
特
長
が
あ

り
ま
す
。

▽
新
陰
流
に
お
け
る
「
転
」
の
工
夫

　

新し
ん

陰か
げ

流
を
創
始
し
た
上か
み

泉い
ず

信み
の

綱ぶ
つ
なは
、

相
手
を
攻
撃
す
る
の
で
は
な
く
、
相
手
の

ど
の
よ
う
な
攻
撃
に
対
し
て
も
柔
ら
か
く

対
応
で
き
う
る
「
転
ま
ろ
ぼ
し」
と
い
う
妙
術
を
編

み
出
し
ま
し
た
。
パ
ワ
ー
や
ス
ピ
ー
ド
で

相
手
を
圧
倒
し
、
殺
傷
す
る
剣
術
（
殺せ
つ

人に
ん

刀と
う

）
か
ら
、
相
手
の
攻
撃
を
活い

か
し
た
上

で
そ
れ
を
制
す
る
剣
術
（
活か
つ

人に
ん

剣け
ん

）
へ
の

転
換
で
し
た
。
日
本
の
武
道
は
、
基
本
的

に
は
自
衛
的
で
平
ら
か
（
平
和
）
な
状
態

を
希
求
す
る
も
の
で
、
流
派
に
よ
っ
て
は

兵ひ
ょ

法う
ほ
うで
は
な
く
平へ
い

法ほ
う

と
唱
え
ま
し
た
。

▽
柔
術
・
柔
道
、
捕
縄
術
に
見
る
平
法

　

日
本
の
柔
術
・
柔
道
の
技
術
は
、
元
を

た
ど
れ
ば
甲か
っ

冑ち
ゅ
うを

つ
け
た
戦
闘
に
お
け
る

組
討
ち
の
技
術
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た

と
い
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
柔
術
・
柔
道
に

は
古
来
、「
殺さ
っ

法ぽ
う

・
活か
っ

法ぽ
う

」
と
い
う
考
え

方
が
あ
り
ま
す
。
当あ
て

身み

技
は
東
洋
医
学
の

経け
い

絡ら
く

と
ほ
ぼ
符
合
す
る
急
所
へ
向
け
て
の

打
撃
で
あ
り
、「
殺
法
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
く
急
所
を
用
い
る

の
で
す
が
、
相
手
を
回
復
さ
せ
る
技
法
を

「
活
法
」
と
呼
び
ま
し
た
。

「
日
本
武
道
が
大
切
に
し
て
き
た
も
の
」

　

日
本
で
最
も
古
い
柔
術
流
派
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
の
が
竹た
け

内の
う
ち流
で
す
。
竹
内

流
（
相そ
う

伝で
ん

家け

）
は
正
式
に
は
「
竹
内
流
柔

術
腰こ
し

廻の
ま

小わ
り

具こ
ぐ

足そ
く

」
と
称
し
、
戦
国
時
代
の

組
討
ち
、
捕と
り

手て

腰
廻
小
具
足
を
中
核
に
し

た
総
合
武
術
で
あ
り
、
柔
術
の
源
流
と
も

い
わ
れ
ま
す
。

　

竹
内
流
（
相
伝
家
）
の
演
武
を
見
る
と

わ
か
り
ま
す
が
、
柔
術
の
各
技
に
加
え
活

法
や
捕ほ
じ

縄ょ
う

術
も
含
ま
れ
て
お
り
、
捕ほ

縛ば
く

し

た
相
手
を
開
放
す
る
と
き
に
、
縄
が
解
き

や
す
い
結
び
方
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
そ
の
捕
縛
さ
え
も
し
な
い
こ
と
を

良
し
と
す
る
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。
縄

を
か
け
た
り
殺
傷
す
る
こ
と
な
く
、
相
手

を
降
伏
・
従
順
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
、
兵
法

の
常
道
と
さ
れ
ま
す
。
柔
術
や
捕
縄
術
に

も
「
平
法
」
の
思
想
・
理
想
が
流
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

▽
生
涯
に
わ
た
る
向
上
心
の
継
続

　

武
道
で
は
「
向
上
心
の
継
続
」
を
大
事

に
し
て
い
ま
す
。
柳や
ぎ

生ゅ
う

石せ
き

舟し
ゅ

斎う
さ
いは

「
昨
日

の
我
に
今
日
は
勝
つ
べ
し
」
と
言
い
ま
し

た
。
ま
た
、
宮み
や

本も
と

武む
さ
し蔵
は
「
今
日
は
昨
日

の
我
に
勝
つ
と
思
い
」
と
鍛
錬
の
大
事
さ

を
説
い
て
い
ま
す
。
日
本
の
武
道
は
、
可

能
な
限
り
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
向
上
心
を

持
っ
て
修
行
に
取
り
組
む
こ
と
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。

▽
礼
に
始
ま
り
、
礼
に
終
わ
る

　

こ
の
よ
う
な
特
長
を
持
つ
武
道
は
、

自
分
が
競
う
相
手
や
、
と
も
に
修
行
す

る
人
に
敬
意
を
表
す
る
「
礼
」
を
大
事

に
し
ま
す
。
武
道
に
お
け
る
礼
法
や
、

日
本
人
が
今
で
も
日
常
生
活
に
受
け
継

い
で
い
る
お
辞
儀
や
正
座
の
仕
方
、
す

り
足
な
ど
の
身
体
文
化
は
、
武
家
の
礼

法
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

▽
精
力
善
用
・
自
他
共
栄

　

さ
ら
に
武
道
は
、
近
代
に
入
っ
て
か

ら
他
の
外
来
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
影
響
も

受
け
な
が
ら
、
競
技
と
し
て
大
き
く
発

展
を
遂
げ
、
柔
道
と
空
手
道
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
種
目
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
自
体
は
大
変
す
ば
ら
し
い
こ
と

で
す
が
、
そ
の
一
方
で
武
道
関
係
者
が

最
も
大
切
に
す
る
の
は
、
柔
道
の
創
始

者
で
あ
る
嘉か

納の
う

治じ

五ご

郎ろ
う

師
範
が
説
い
た

「
精せ
い

力り
ょ

善く
ぜ

用ん
よ
う・

自じ

他た
き

共ょ
う

栄え
い

」
の
精
神
で

す
。
武
道
で
修
養
し
た
精
神
や
体
力
を

世
の
中
に
有
効
に
活
用
し
、
そ
の
上
で

世
界
の
多
く
の
人
た
ち
と
と
も
に
発
展

し
て
い
く
こ
と
が
、
日
本
武
道
の
願
い

と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

長尾　進長尾　進
（明治大学教授）（明治大学教授）

■ 

特
別
講
義
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ニュース　外国人留学生等対象国際武道文化セミナー

■ 

講
師
模
範
演
武

弓　道弓　道

弓　　　道＝　持的射礼
銃　剣　道＝　銃剣道の形及び短剣道の形
少林寺拳法＝　基本単独演武、剛法法系、柔
　　　　　　　法法系、剛柔一体の法系
柔　　　道＝　固の形
剣　　　道＝　日本剣道形
空　手　道＝　�松

しょ

濤
うと

館
うかん

流の形「明
めい

鏡
きょう

」の演武
と分解組手、「周氏の棍

こん

」の
演武と分解

な ぎ な た＝　全日本なぎなたの形１〜７本目
合　気　道＝　基本技・短刀取り・自由技
相　　　撲＝　�塵手水、四股、股割、すり足、
　　　　　　　三番稽古、ぶつかり稽古

（演武順）

〈演武内容〉

少林寺拳法少林寺拳法

剣　道剣　道

なぎなたなぎなた
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銃剣道銃剣道

相　撲相　撲

空手道空手道

合気道合気道

柔　道柔　道

▽
質
疑
応
答

Ｑ
「
柔
道
の
紅
白
帯
は
何
段
で
す
か
」

Ａ
「
柔
道
で
は
初
段
か
ら
五
段
ま
で
が
黒

帯
、
六
〜
八
段
が
紅
白
帯
（
黒
帯
着
用

可
）、
九
、
十
段
が
赤
帯
と
な
り
ま
す
」

Ｑ
「
弓
道
の
射
礼
で
２
本
以
上
の
矢
を
使

う
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
」

Ａ
「
本
日
演
武
し
た
の
は
射
礼
で
す
。
射

礼
で
は
２
本
が
基
本
と
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
以
上
も
そ
れ
以
下
も
あ
り
ま
せ
ん
」

Ｑ
「
少
林
寺
拳
法
は
特
殊
な
服
装
で
す

が
、
ど
う
い
っ
た
意
味
が
あ
り
ま
す
か
」

Ａ
「
普
段
は
白
い
道
着
で
す
が
、
公
式
な

場
で
は
法
衣
が
正
装
と
な
り
ま
す
」

Ｑ
「
な
ぎ
な
た
で
一
番
重
視
す
る
こ
と
は

何
で
す
か
。
ま
た
、
な
ぜ
女
性
が
多
い
の

で
す
か
。
最
後
に
剣
道
と
一
番
違
う
点
は

何
で
す
か
」

Ａ
「
稽
古
す
る
上
で
一
番
大
事
な
こ
と
は

な
ぎ
な
た
を
強
く
握
ら
ず
、
柔
ら
か
く
扱

い
、
自
分
の
体
の
近
い
と
こ
ろ
で
操
作
す

る
こ
と
で
す
。
女
性
が
多
い
の
は
力
が
弱

い
女
性
で
も
稽
古
を
積
む
こ
と
に
よ
り
長

い
な
ぎ
な
た
を
扱
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
一
つ
の
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。
剣
道
と

の
違
い
は
扱
う
道
具
が
違
い
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
相
手
と
の
距
離
、
い
わ
ゆ
る
間
合

い
が
違
い
ま
す
」



1881882022．4　月刊「武道」2022．4　月刊「武道」

ニュース　外国人留学生等対象国際武道文化セミナー

■ 

体
験
武
道

講師、参加者全員での記念撮影（撮影時のみマスクを外しています）講師、参加者全員での記念撮影（撮影時のみマスクを外しています）

二人組での面打ち二人組での面打ち

空手の突き空手の突き

木銃を使い、ミット目がけての突き木銃を使い、ミット目がけての突き真剣な表情での立ち合い真剣な表情での立ち合い

初めて持つ弓と矢の扱いに大苦戦初めて持つ弓と矢の扱いに大苦戦
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【
参
加
者
の
声
】

▽
リ
ー
ナ　

ア
ン
ナ
ー
ブ
さ
ん

（
ヨ
ル
ダ
ン
大
使
）

「
今
日
は
日

本
の
武
道
を

学
ぶ
機
会
に

恵
ま
れ
、
特

別
な
一
日
で
し
た
。
相
撲
を
は
じ
め

と
し
た
講
師
の
先
生
方
に
よ
る
武
道

演
武
、
そ
し
て
長
尾
教
授
の
講
義
は

本
当
に
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。

　

ど
の
よ
う
に
日
本
の
伝
統
を
継
承

し
、
時
世
に
合
わ
せ
て
進
化
さ
せ
て

い
く
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
伝
統
に
則
の
っ
と

っ
て
物
事
を

進
め
た
り
、
日
本
人
の
生
活
に
お
い

て
非
常
に
大
切
な
文
化
的
側
面
を
学

特別講師＝長尾　　進　明治大学国際日本学部教授
柔　道＝山本三四郎（七段）講道館審議部課長
　　　　越野　忠則（七段）国際武道大学助教
剣　道＝蒔田　　実（範士八段）全日本剣道連盟常任理事
　　　　井島　　章（教士八段）国際武道大学教授
弓　道＝佐藤　昌仙（教士八段）全日本弓道連盟中央委員
　　　　髙井　幸子（教士八段）全日本弓道連盟中央委員
相　撲＝伊東　　良（五段）日本体育大学助教
　　　　田畑奨治郎（弐段）日本体育大学
空手道＝豊田　　浩（錬士七段）三田空手会理事
　　　　三宅　秀俊（二段）（株）MIYAKE代表取締役
合気道＝入江　嘉信（七段）合気会合気道本部道場指導部師範
　　　　小山　雄二（六段）合気会合気道本部道場指導部師範
少林寺拳法＝村瀬　晃啓（准範士七段）少林寺拳法連盟東京事務所所長
　　　　川島　佑斗（正拳士五段）少林寺拳法連盟職員
なぎなた＝小野　恭子（範士）全日本なぎなた連盟評議員
　　　　今浦　千信（教士）全日本なぎなた連盟常務理事
銃剣道＝佐藤　　亨（範士八段）全日本銃剣道連盟理事
　　　　小川　　功（範士八段）全日本銃剣道連盟競技力向上委員
通　訳＝アレキサンダー・ベネット　関西大学教授
　　　　ブルース・フラナガン　東京経済大学特任講師

〈講師・通訳〉

ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
変
貴
重
な
体
験

が
で
き
ま
し
た
。
本
国
の
学
生
が
留

学
し
て
武
道
を
経
験
で
き
る
よ
う
尽

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

▽
フ
ェ
ル
ナ
ン
ダ　

コ
ス
タ　

ペ
ス

　

デ　

ア
ル
メ
イ
ダ
さ
ん

（
ブ
ラ
ジ
ル・東
京
藝
術
大
学
留
学
生
）

「
当
初
の
予

定
で
は
感
染

の
心
配
が
あ

り
ま
し
た
が

１
日
で
の
開
催
に
変
更
に
な
っ
た
の

で
安
心
し
て
参
加
で
き
ま
し
た
。
私

は
弓
道
を
７
年
間
学
ん
で
い
ま
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
武
道
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
」
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